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日本の主要都市は、パリ、ローマ、ロンドンの主要駅に比べると、とてつもなく人が密集

する。このようなところで、銃乱射や自爆テロが実行されれば、その被害は甚大になる。豊

島区では、人が密集する駅、商業施設があるので、テロに狙われやすい。また、テロが行わ

れれば、一瞬にして多くの人が殺害されることになる。 

 豊島区で生起する可能性がある「ソフトターゲットを狙うテロを、どのように防ぐか」に

ついて、①世界で起きたテロ事案の中から、豊島区で生起する可能性があるテロ事案（ソフ

トターゲット）と教訓を抽出する。②テロ事案の後、世界ではどのような対策が採られてい

るのかを紹介する。③豊島区で何が生起するのか（テロの種類と地点）を考察する。④生起

する可能性があるテロへの対策を列挙する。⑤発生した場合の影響はどのようなものか、を

紹介する。 

まず、豊島区で生起する可能性があるテロの種類と地点について、説明する。サンシャイ

ンなど人が集まる著名な施設では、爆破テロ。池袋駅前からサンシャインに至る歩行者天国

では、車両突入テロ。人が密集する池袋駅改札付近から地上出口までは、爆破テロや銃乱射

の可能性がある。こられに対する具体的な対策を紹介する。特に、それぞれの場所で、不審

者の早期発見、不審者を建物内部に入れない、テロを実行前に止めることが必要だ。 

 

 

 

 



 

 

 


